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2022 年 11 月 11 日 

各 位 

会社名 ENECHANGE 株式会社 

代表者名 代表取締役 CEO 城口 洋平 

代表取締役 COO 有田 一平 

 (コード番号：4169 東証グロース） 

問合せ先 執行役員 CFO 杉本 拓也 

（TEL 03-6635-1021） 

 

完全子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）及び債権放棄に関するお知らせ 
 

当社は、2022 年 11 月 11 日開催の取締役会において、2022 年 12 月 23 日を効力発生日として、当社の完全

子会社である新電力コム株式会社（以下「新電力コム社」）を吸収合併すること（以下「本合併」）を決議

いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、本合併の決議にあたり、当該連結子会社に対

して有する債権のうち貸付金の全額を放棄することを併せて決議いたしました。  

なお、本合併は当社の完全子会社を対象とする吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略して開示

しております。 

 

１．合併の目的 

 当社のプラットフォーム事業における法人向け電力切替サービスの組織一元化による管理体制の効率化を

目的として、吸収合併することといたしました。 

 

２．合併の要旨 

  （１）合併の日程 

取締役会決議日 2022 年 11 月 11 日 

契約締結日 2022 年 11 月 11 日 

効力発生日 2022 年 12 月 23 日 

（注）本合併は会社法上の簡易合併に該当するため、株主総会の承認によらず、取締役会決議に基づき

行うものとなります。 

 

  （２）合併の方式 

当社を存続会社とし、新電力コム社を消滅会社とする吸収合併といたします。なお、本合併に先立ち、

当社が新電力コム社に対して有する債権を放棄した後に合併する予定です。 

 

当社が放棄する債権の種類：貸付金 

当社が放棄する債権の金額：30 百万円 

債権放棄実施日 ：2022 年 11 月 11 日  

 

  （３）合併に係る割当ての内容 

 当社の完全子会社との吸収合併であるため、本合併による株式及び金銭等の割当てはありません。 

 

  （４）合併に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

   該当事項はありません。 
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３．合併の当時会社の概要（2022 年９月 30 日現在） 

 

 存続会社 消滅会社 

（１）名称 ＥＮＥＣＨＡＮＧＥ（株） 新電力コム（株） 

（２）所在地 東京都中央区京橋三丁目１番

１号 東京スクエアガーデン

WeWork 内 14階 

東京都中央区京橋三丁目１番

１号 東京スクエアガーデン

WeWork 内 14階 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 CEO 城口洋平 

代表取締役 COO 有田一平 

代表取締役 曽我野達也   

 

（４）事業内容 エネルギープラットフォーム事

業：消費者向け電力・ガス切替

サービス「エネチェンジ」「エ

ネチェンジ Biz」の運営 

エネルギーデータ事業：エネル

ギー事業者向けクラウド型 DX

サービス「EMAP」「エネチェン

ジクラウド DR」等の運営 

EV 充電事業：駐車場オーナー向

け EV 充電インフラサービス

「エネチェンジ EV チャージ」

の運営 

法人顧客向け電力切替サービス

の運営 

（５）資本金 3,036 百万円 88 百万円 

（６）設立年月日 2015 年４月 27 日 2012 年２月３日 

（７）発行済株式数 30,036,848 株 8,880 株 

（８）決算期 12 月 31 日 １月 31 日 

（９）大株主及び持株比率 城口洋平 18.66％ 

有田一平  9.68％ 

ENECHANGE（株） 100％ 

（10）直前事業年度の財政状態および経営成績 

決算期 2021 年 12 月期（連結） 2022 年１月期（単体） 

純資産 4,813,863 千円 83,657 千円 

総資産 6,949,357 千円 119,951 千円 

１株あたり純資産 163.09 円 9.42 円 

売上高 3,018,003 千円 59,140 千円 

営業利益又は営業損失（△） 40,875 千円 6,137 千円 

経常利益又は経常損失（△） △2,400 千円 5,718 千円 

当期純利益又は当期純損失

（△） 
△85,586 千円 5,606 千円 
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４．合併後の状況 

 当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、決算期に変更はありません。 

 

５．今後の見通し 

 当社の完全子会社との合併であるため、当社の連結業績に与える影響は軽微です。 

 
 

以 上 


